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まえがき 
 

１）1949年 1月 26日生まれの私は、2025年 1 月 26 日に 76 歳の誕生日を迎えた。

また、2025年 3 月末には弁護士 51 年を満了した。私の弁護士登録は 1974年 4 月、

満 25 歳の時だ。堂島法律事務所での 5 年 3 か月の勤務弁護士時代を経て 1979 年 7

月に独立し、坂和章平法律事務所を開設した私は以降、自社ビルである西天満コー

トビル 3階に事務所を移転するまでの、「前半 26 年間」と「後半 25 年間」をただひ

たすら弁護士として駆け抜けてきた。 

 

２）そんな私は、これまでに『がんばったで！31 年』、『がんばったで！40 年』、『が

んばったで！45 年』を出版してきたが、今般弁護士生活 51 年の集大成として『が

んばったで！51年』を出版することにした。『がんばったで！45 年』の「まえがき」

では、2015年 9月の大腸がんの手術と 2016年 11月の胃がんの手術のことを書いた

が、なんと 2024年 10月には肺がんの手術まで受けたから、自分でもビックリ！ち

なみに、2025 年 4 月～7 月は建築家・安藤忠雄の挑戦と軌跡と、現在そして未来へ

のビジョンを集約した「安藤忠雄展 青春」が、新たにまち開きした「うめきた」

の「VS.（ヴィエス）グラングリーン大阪」で開催されている。彼のさまざまながん

との闘いは私以上に壮絶なものだから、それを克服し、83歳になった今も青春を生

きる、「世界の ANDO」は素晴らしい。「昭和は遠くなりにけり」の今、美空ひばり、

石原裕次郎の逝去はまだしも、谷村新司、伊藤ゆかりら同世代の人々が次々とあの

世に旅立っていくのは寂しいものだが、他方で安藤忠雄をはじめ、「人生 100 年」を

実践している人も多い。そう考えると、必ずしも本書を集大成とせず、さらに『が

んばったで！55年』、『がんばったで！60 年』を目指すべきかも・・・。 

 

３）私が 1972 年から 74 年まで過ごした第 26 期司法修習生の総数は約 500 名。1

クラス約 50名で 10 クラスに分かれた私たち第 26 期司法修習生は、前期（4 か月）

と後期（4 か月）を東京の湯島にあった司法研修所で、民事裁判、刑事裁判、民事弁

護、刑事弁護、検察の 5 科目の授業を受け、合間の 1 年半は各地に分散して実務修
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習を受けた。その当時の記憶は今なお鮮明に残っているが、それは 51年以上前のこ

とだから、時の経つのは早いものだ。そんな第 26期司法修習生は、過去 5周年、10

周年、20周年、30周年、40周年、50周年の記念集会を開催してきた。公式には 50

周年で打ち止めだが、非公式には 55周年大会の計画も浮上している。すでに鬼籍に

入った人も多いが、私は 55 周年もさらには 60 周年の記念大会も期待している。 

 

４）本書では『がんばったで！45 年』以降、すなわち、2019年 4 月から 2025 年 3

月末までの活動を中心に収録したが、記念すべき『がんばったで！51 年』の本作で

は、それと共に「弁護士 51年の歩み」にも焦点を当てている。コートビル 3 階への

事務所移転を契機として配布を始めた「事務所だより」は既に第 44 号に達し、

『SHOW-HEYシネマルーム』の出版は計 57 冊になったうえ、近時は Facebookと

微博（ウェイボー）への投稿が増え、既に 1,000 本を突破している。また、事務所

の移転と同時に開設したホームページも今や業務版と映画版の 2 本立てになってお

り、その充実度はすごい。私の弁護士 51 年間の一貫したモットーは「24 時間仕事

をし、24時間遊ぶこと」だが、本書を見ればそれがよくわかるはずだ。 

 

５）「まえがき」の 1 か月後の 6 月 5 日に書いた「あとがき」の時点では、“ミスタ

ープロ野球”こと長嶋茂雄氏死去のニュースが日本中を席巻した。戦後復興と高度経

済成長時代の昭和を代表する太陽のような存在の喪失に、あらためて「昭和は遠く

なりにけり」を痛感させられた。しかし、「人生 100 年」の今、私の人生はまだまだ、

またしぶとく続かせたい。 

 

６）『がんばったで！45 年』と同じく本書も膨大なボリュームになってしまったが、

頭から順序立てて読む必要はない。目次を見て、面白そうだと思ったものからピッ

クアップして読んでいただきたい。そのうえで皆様からのご意見やさまざまな視点

からの批評をいただくことができれば、私にとって望外の幸せだ。 

2025年 5月 2日 

弁護士・映画評論家 坂和 章平 
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７．その他 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 387 
 

≪第５編 がんばったで！映画評論家活動≫ 

第１章 『日本と中国』連載 熱血弁護士 坂和章平 中国映画を語る 
（390～461頁） 

「熱血弁護士 坂和章平 中国映画を語る＜２６＞～＜９５＞ 

〔 詳細は、第５編第１章の扉（391頁）を参照 〕 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 392 

第２章 表紙撮影の舞台裏（３１）～（４７）（『シネマルーム４３～５７』より） 
（462～479頁） 

表紙撮影の舞台裏（３１）～（４７） 

〔 詳細は、第５編第２章の扉（462頁）を参照 〕 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 463 

第３章 映画評論家『ＳＨＯＷ－ＨＥＹ』の部屋にみる素顔あれこれ （480～504頁） 
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事務所だより第３３号（２０１９年盛夏号）～第４４号（２０２５年新年号） 

〔 詳細は、第５編第３章の扉（480頁）を参照 〕 
・・・・・・・・・・ 481 

第４章 過去の『シネマ本』をすべて紹介            （505～508頁） 

１．『ＳＨＯＷ－ＨＥＹシネマルーム１～５７』（中国映画特集を含む。） ・・・・・・・・・・・・・・・・・ 506 

２．その他の『シネマ本』 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 508 
 

≪第６編 旅行記にみる坂和弁護士の素顔≫ 

第１章 海外旅行（上海旅行（2024.6/16～20））        （510～528頁） 

＜上海旅行（2024.6/16～20）＞ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 511 

第２章 国内旅行（事務所だよりより）             （529～564頁） 

１．東京観光（浅草・お台場見学）（2018.12/2）（事務所だより第３３号） ・・・・・・・・・・・ 531 

２．東京観光と映画の講演（2019.6/26）（事務所だより第３４号） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 532 

３．表紙撮影を兼ねて尼崎城を見学（2019.9/16）（事務所だより第３４号） ・・・・・・・・・・・・・・ 534 

４．山田将治さんと埼玉観光・SKIPシティ彩の国とNHKアーカイブス見学 
（2019.11/4～5）（事務所だより第３４号） 

・・・・・・・・・・・・・・・ 535 

５．沖縄旅行（2019.11/17～19）（事務所だより第３４号） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 536 

６．東京出張での浅草見物（2020.1/5）（事務所だより第３５号） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 538 

７．猿島観光、横須賀軍港めぐり（2020.11/4）（事務所だより第３６号） ・・・・・・・・・・・・・・・・・ 539 

８．苫小牧 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 540 

９．横浜見学（2024.5/26）（事務所だより第３６号） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 546 

１０．宮本茂樹イベント ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 553 
 

≪第７編 事務所だよりと微博（ウェイボー） 

にみる坂和弁護士の素顔≫ 

第１章 プライベートにみる素顔あれこれ            （566～595頁） 

１．誕生日祝い ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 568 

２．健康問題近況報告 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 573 

３．中国語学習 ─ 中国語検定 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 577 

４．年末・迎春 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 583 

５．趣味 ─ 音楽・野球・美術・将棋など ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 585 

６．散歩あれこれ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 592 
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第２章 交友関係にみる素顔あれこれ              （596～626頁） 

１．２階会議室での忘年会（2019.12/27）（事務所だより３５号） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 599 

２．近畿交通共済協同組合との交流 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 600 

３．株式会社オービックとの交流 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 603 

４．愛光関西９期会 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 605 

５．支援する若手映画監督らとの交流 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 611 

６．三都サミット ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 616 

７．町内会・天神祭り ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 618 

８．宮本茂樹・宮本三恵子夫妻との交流 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 622 

９．その他 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 624 

第３章 有名人の訃報あれこれ（微博（ウェイボー）より）    （627～636頁） 

１．大林宣彦監督の訃報（2020.4/12） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 628 

２．渡哲也が78歳で死去（2020.8/17） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 628 

３．「生誕百五年・没後五年 橋本忍映画祭2024」を開催（2024.1/25） ・・・・・・・・・・・・・・・・ 629 

４．園まりが80歳で逝去。昭和は遠くなりにけり（2024.8/6） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 629 

５．作家・大崎善生さんが66歳で死去！（2024.8/7） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 630 

６．アラン・ドロンが88歳で死去（2024.8/22） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 631 

７．桂ざこば師匠のお別れ会が開催（2024.8/22） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 632 

８．高石ともや、も8月17日に死去（2024.8/22） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 632 

９．名優・西田敏行が死去（76歳）（2024.10/18） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 633 

１０．ピーコさんも死去（79歳）（2024.10/21） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 634 

１１．ミポリンこと中山美穂が54歳で死去（2024.12/6） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 634 

１２．建築家・原広司氏が88歳で死去（2025.1/3） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 634 

１３．いしだあゆみが76歳で死去（2025.3/18） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 635 

１４．ジョージ・フォアマンが76歳で死去！（2025.3/24） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 636 
 

あとがき ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 637 

著者プロフィール ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 639 
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１）月日の過ぎるのは早いもの。まさに、「光陰矢の如し」だ。学生運動に嫌気がさすと同

時に司法試験の存在を知った私は、1970年1/26の誕生日に我妻栄『債権総論』を購入し、

たった 1 人で下宿にこもり、孤独な受験勉強を開始した。要領よくかつ集中して勉強する

のはお手のもの。その結果、1972年4月にはスーツ・ネクタイ姿で東京の司法研修所に通

い始め、1974年4月には大阪弁護士会に弁護士登録をし、第一線での弁護士活動を開始し

た。 

２）そこで役立ったのが、学生運動時のビラ書きとアジ演説で培った、文章作成能力とし

ゃべる能力だ。この両者さえあれば、弁護士業務は楽しくかつ社会貢献できる上、収入も

十分。こんないい仕事はない。まさに私は、水を得た魚のごとく「しゃべり弁」かつ「書

き弁」として働きかつ遊び続けてきた。それから 2025年 3月末まで 51年、まさにあっと

いう間だ。私のモットーは「24時間働き、24時間遊ぶこと」、そして、また「仕事は遊び、

遊びは仕事、と実感すること」だが、今やそれは完全に達成できたと自負している。そん

な私は既に『がんばったで！31年』（05年）、『がんばったで！40年』（13年）、『がんばっ

たで！45年』（19年）を出版しているので、「祝 弁護士51周年」を経た今、『がんばった

で！51年』の出版に踏み切ることに。 

 

 

１．５０周年記念懇親会を東京で開催！（2024.5/25）（事務所だより第４３号） ・・・・ 12 

２．〔参考〕２６期１組の４５周年懇親会を開催（2018.12/1） 

（事務所だより第３３号） 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 13 

３．【コラム１】弁護士生活５０年を振り返って（事務所だより第４３号） ・・・・・・・・・・ 14 

４．【コラム２】７５歳に思う （事務所だより第４３号） 

－『やっぱりジュリー』もいいが『やっぱりオレ流で！』－ 
・・・ 16 

５．７５年の人生を懐かしい写真から（１） 

（『がんばったで！４０年』の表紙に掲載）（昔のアルバムより） 
・・・・・・・・・・・ 17 

６．７５年の人生を懐かしい写真から（２）（昔のアルバムより） ・・・・・・・・・・・・・・・・ 18 

７．弁護士５０周年、日弁連から記念品が到着！（事務所だより第４４号） ・・・・・・ 21 

８．『がんばったで！31年』『がんばったで！40年』『がんばったで！45年』 

に続いて『がんばったで！51年』を出版！ 
・・・・・・ 22 
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１)1972年から74年までの2年間、湯島にあった司法研修所で共に学び、そ
の後それぞれ裁判官、検察官、弁護士の道に分かれていった、第 26期司法修
習生（約500名）の 50周年記念懇親会が東京の如水会館で開催された。参加
者は総数135名。私が所属した 1組からは 16名だ。 
２）全体懇親会に先立つ 1 組のクラス別懇親会には 13 名が参加し、近況を
語り合った。8名の教官は全員逝去、クラスメイトたちも 51人中 10名が逝
去しているが、これだけ盛大に 50周年を迎えることができたことに感謝。一
人一人の近況報告の中でも、私たち（の世代）は昭和の後半から平成、令和
へと続く平和の中で、前向
きに成長と安定期に入った
時代を走り抜けてきたこと
を十分実感することができ
た。 
３)全体会ではクラスごと
の写真撮影の後、個別のフ
リー懇親となり、あちこち
で話の輪が弾んだ。1組は、
元最高裁判所長官・寺田逸
郎、元最高裁判所判事・山
浦善樹を出したすごいクラ
スだが、酒を飲みながら自
由に語り合えば、同じ教室
で机を並べて講義を聴き、
議論を交わしあった風景が
昨日のように思い出されて
くる。 
４)先例によれば、これまで
は各期とも 50 周年で公式
行事は打ち止めだが、1 組
は次回 55 周年も東京でク
ラス会を開催することを決
定した。参加者の健康状態や活動状況を見れば、16 名全員がまだまだ元気。
口が達者なら、身体も十分達者だ。したがって、5 年後も、本日の参加者を
含めて15名～20名が参加するクラス会を期待したい。同期の皆さん、1組の
皆さん、ありがとう。そしてお元気で！ 

１．５０周年記念懇親会を東京で開催！（2024.5/25） 

（事務所だより第４３号） 

 



13 

 

１）“同じ釜の飯を食った仲間”とまでは言えないが、第２６期司法修習生

として２年間を共に学び、共に遊んだ約500名の仲間たちは当然強い絆で結

ばれ、強い仲間意識を持っている。そのため、各期毎の１０周年、２０周年、

３０周年、４０周年、５０周年の懇親会が開催されており、それは２６期も

同じだ。 

２）しかし、２６期は４０周年と５０周年の合間の４５周年に１組だけの懇

親会（クラス会）を２０１８年１２／１に開催した。ちなみに１組は、寺田

逸郎最高裁長官と山浦善樹最高裁判事を生んだすごいクラスだ。参加者は１

６名。その記念写真に映る１６名の顔は、全員、心からの笑顔がバッチリ決

まっている。私も前列のほぼ中央に陣取って元気な姿を披露。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．〔参考〕２６期１組の４５周年懇親会を開催（2018.12/1） 

（事務所だより第３３号） 

 



14 

 

１）私が大阪大学法学部に入学したのは 1967（昭和42）年4月。1949年1/26

生まれの私は、いわゆる団塊の世代だから、小学校の 1クラスは約50名とい

う詰め込みだった。「早メシ早〇〇は当たり前。何事も人より早く」と教えら

れ、ありとあらゆる競争の中で自分を強くしていく方法を身に付けてきた。

しかし、そのことと、周りを見る目、他人を思いやる心とは矛盾しなかった。

私はそう確信している。 

２）愛光学園という、灘、ラサールと同じような中高一貫の男子進学校が松

山市内の自宅から自転車で通えるところに誕生したため、両親は「授業料は

何とかする」と一大決心をして、兄を 8期生、私を9期生として同校に入学

させた。以降「いい大学を目指す受験教育」一色になった私は、映画館通い、

将棋・囲碁、卓球、音楽、柔道と、それに反発しながらも、はみ出すことも

ないまま順応し、阪大への入学を果たした。中高 6年間での「いい大学への

入学」は親から課せられた私の義務だったが、4 年間の授業料と毎月 1.5万

円の生活費の支給を約束された大学時代の私は、暗黒の中高時代から一転、

「24時間すべて自由」という夢の生活に入った。そこで俄然目覚めたのが学

生運動だ。それまで政治的な主張など皆無だった私だが、ベトナム戦争は？

沖縄返還は？佐藤政治は？大学改革は？等々の議論になると、なるほどこれ

は面白い。それに対して法学部の授業はまるで空虚。その結果、丸々3 年間

は学生運動にのめり込むことに。単位の取得はチョロイものだったが、いざ

卒業、就職を考えると・・・？ 

３）そこで目にしたのが、司法試験を目指している 3人の同級生だ。『いちご

白書』じゃあるまいし、今さら就職が決まって髪を切り、企業に尽くす人生

なんて真っ平！司法試験に合格さえすれば弁護士になれ、人権擁護、社会正

義のための仕事ができ、収入も多いらしい。こりゃ、俺にはもってこいだ。

そう確信した私はそこから一念発起して 1970年１/26の誕生日に我妻栄『債

権総論』を購入し、下宿に籠り、外部 

との接触を一切断ち切って勉強に専念した。民事訴訟法のゼミへの参加だけ

を例外とするそんな“完全独学”の 1年半の勉強で、1971年 10月、合格発

表を聞くことに。 

４）1972年4月から東京の司法研修所に通うことになった私には公務員並み

の給与が支給されたから、生活は安定。勉強しながら給与をもらうという最

高に幸せな2年間を過ごした後、1974年4月大阪の堂島法律事務所に入所し、

３．【コラム１】弁護士生活５０年を振り返って 

（事務所だより第４３号） 
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一般業務はもとより公害問題をライフワークにした私の弁護士生活がスター

ト。それから 1979年 7月に独立するまでの 5年余は、土日祝日なし、G.W.

なし、自宅での食事なしという“仕事づけ”の生活が続いたが、その充実度、

楽しさは“黄金の青春時代”だった。 

５）転機になったのは、1984 年 5 月の大阪駅前再開発問題研究会への参加。

これによって私のライフワークが公害問題から都市問題に移行し、『岐路に立

つ都市再開発』（87 年）等の専門書の出版や、阿倍野再開発訴訟をはじめと

する全国各地でのまちづくり訴訟や相談が激増した。本業では、土地バブル

が1989年に頂点に達する中で、一般事件、損害保険会社の交通事故事件、そ

して破産管財事件が激増し、依頼者との交流も深化し、北新地でのカラオケ

合戦は連日のイベントになった。 

６）次の転機は、2001年に完成した自社ビルへの移転と同時に開設したホー

ムページで映画評論を開始したこと。年間 200本の映画を鑑賞し、次々と『シ

ネマ本』を出版。その数は 2024年で55冊に達した。また、事務所の移転後

は中国人留学生や毛丹青老師との交流が進み、日中友好活動の分野でもオレ

流の日中友好活動が拡大した。映画関係では、次々と若き才能と接触する中

で出資スタイルでの交流が増えた。 

７）以上を総括すれば、私の弁護士生活は①25歳まで②25歳から50歳まで、

③50歳から 75歳までの 3期に大別できる。その区分ごとにそれぞれ多くの

楽しい時間を過ごすことができたことに感謝！「これから 25年」とまでの高

望みはしないが、残された“所与の人生”もしっかり“オレ流”で楽しみな

がら生きていきたい。 



16 

 

１）谷村新司（享年 74歳）や八代亜紀（享年 73歳）らが次々と逝去した。

武田鉄矢（75歳）、堀内孝雄（74歳）、五木ひろし（76歳）、吉幾三（71歳）

らはもとより、少し先輩の橋幸夫（81歳）、加山雄三（87歳）、北島三郎（87

歳）らはまだまだ元気だが、「後期高齢者」に突入する 75歳は一つの節目だ。 

２）そんな中、5/14 付朝日新聞は『やっぱりジュリー』（沢田研二、愛称ジ

ュリー。75 歳。いまもライブツアー中。チケットは軒並みソールドアウト。

熱狂の中を駆け抜け、時々に変わりながら、半世紀を超えて歌い続ける彼が

映し出すのは。）と題して、①スージー鈴木（映画評論家）「75歳 貫くロッ

ク忖度なく」、②中江裕司（映画監督）「加齢も変化も さらけ出す」、③島崎

今日子（ノンフィクションライター）「価値観先取り 抵抗の文化」の“耕論”

を掲載した。 

３）タイガース時代は司法試験の勉強と重なったため全く知らないが、絶頂

期の『勝手にしやがれ』（77 年）を歌っていた頃の彼のカッコ良さは抜群。

そして、75歳を迎えた今は、渋い演技で存在感を！そんな彼を「やっぱりジ

ュリー」と祭り上げるのは簡単だが、それはいかにも朝日新聞的？同じ団塊

世代の中で、違う道、違う分野を走り続けてきた私としては、「やっぱりジュ

リー」ではなく、プロ野球界で「オレ流」を貫いた落合博満と同じように、

「やっぱりオレ流」の生き方を目指したいし、それを全うしたい。 

４）「満開の桜や 色づく山の紅葉を この先いったい何度 見ることになる

だろう」。これは、竹内まりやが歌って大ヒットした 35枚目のシングル『人

生の扉』の2番の歌詞だ。私は 2007年に同曲を聴いた時からその名曲ぶりに

惚れ込み、たちまちカラオケの「持ち歌」とした上、100 名規模の某パーテ

ィーでは、プロのバンドをバックに、堂々とマイクを持って歌うという“離

れ技”もやってのけた。2015年9月に大腸ガンの、2016年11月に胃ガンの

手術をした直後はモロにその心境だったが、75歳を迎えた今は、心静かにこ

の歌詞と向き合い、かみしめながら生きている。 

４．【コラム２】７５歳に思う 

－『やっぱりジュリー』もいいが『やっぱりオレ流で！』－ 

（事務所だより第４３号） 
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５．７５年の人生を懐かしい写真から（１） 

（『がんばったで！４０年』の表紙に掲載）（昔のアルバムより） 

 

赤ちゃんの時から弁護士まで。 

若き日のカッコ良い姿が懐かしい・・・？ 
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６．７５年の人生を懐かしい写真から（２）（昔のアルバムより） 

 

1959（昭和34）年7月25日 
天神祭 小学5年生 

1960（昭和35）年4月1日 
兄の愛光学園入学式 小学6年生 

1954（昭和29）年5月10日 
幼稚園・5歳 

1961（昭和36）年1月1日 
松山城前にて 中学1年生 

1957（昭和32）年5月5日 
子供の日 坂和家にて 小学3年生 
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1971（昭和46）年3月 
阪大卒業式 中野貞一郎先生を囲んで 

1973（昭和48）年1月11日 
26期司法修習生白浜見学 ホテル古賀の井にて 
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1972（昭和47）年～1973（昭和48）年 

司法修習時代 

 

26
期
司
法
修
習
生
１
組
の
仲
間
た
ち
と 

京都の坂本龍馬、中岡慎太郎のお墓前で 

旅行先にて 

旅行先にて 
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思えば遠くに来たもんだ。1974年4月の、25歳での弁護士登録から早くも

50年。バッジを付けて 50周年を迎えると、今年の 1月には大阪弁護士会が

祝ってくれた上、日弁連からは先日届いた表彰状に続いて記念品が送られて

きた。その記念品はメガネ置きだ。現実には 1本のメガネだけでは対応でき

ない有り様だが、安藤七宝店の立派な品物をもらって恐縮している。ほとん

ど日弁連のお役に立っていないことを自覚しつつ、75歳の今も、そしてこれ

からも “オレ流”の弁護士人生を最後まで歩み続けたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７．弁護士５０周年、日弁連から記念品が到着！ 

（事務所だより第４４号） 
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１）1969 年に始まった山田洋次監督の『男はつらいよ』シリーズは、第 49

作の『男はつらいよ 寅次郎ハイビスカスの花 特別篇』（97 年）後しばらく

途絶えていたが、『男はつらいよ お帰り 寅さん』（19 年）をもって、ちょ

うど50作となった。同シリーズの開始は、私が 1967年4月に大阪大学法学

部に入学し、学生運動に明け暮れていた時期だから、弁護士生活の開始より

少し早いが、“50 年”は、誰にとっても“短いようで長く、かつ長いようで

短い”ものだ。 

２）そう考えると、「人間 50年」を持論としていた（？）織田信長の時代と

対比すれば、今や、男も女も“人生 100年”、しかも“健康寿命のままでのそ

れ”が目標になっている時代だから、嬉しい限りだ。したがって、いわゆる

“後期高齢者”の仲間入りをする 75歳という節目も、弁護士生活 50年とい

う節目も、まだまだ“人生 100年”の通過点。今の私はそう考えながら、『が

んばったで！51年』の出版に至っている。 

３）他方、1974年 4月に弁護士登録し、1979年に独立して坂和章平法律事務

所を開始した私は、既に下記の『がんばったで！31 年』『がんばったで！40

年』『がんばったで！45年』を出版しているから、『がんばったで！51年』は

これら3冊と対比して読んでもらえれば、より興味が増すはずだ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８．『がんばったで！31年』『がんばったで！40年』『がんばったで！45年』

に続いて『がんばったで！51年』を出版！ 

（事務所だより第４４号） 

 

（2005年 8月出版） （2013年12月出版） （2019年4月出版） 
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１）1974年 4月に堂島法律事務所に勤務弁護士として入所した私は、5年 3か月間在籍し

た後の1979年7月、独立して坂和章平法律事務所を設立した。 

２）堂島法律事務所在籍中は事務所の仕事の他、①大阪国際空港弁護団、西淀川公害訴訟

弁護団の活動、②弁護士会の公害対策委員会の活動、③青年法律家協会（青法協）の事務

局長及び議長の活動、等の多方面にわたる活動を展開した。 

３）今から振り返れば、そんな勤務弁護士時代を含む私の 51 年間の弁護士生活は、2001

年 4月のコートビル移転までの前半 26年間と、移転後の後半 25年間に大別できる。そこ

で第１編では、下記の5章に分けてその歩みを素描する。 

 

 

 

 

 

第１章 弁護士５１年の歩み（総まとめ） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 24 

第２章 弁護士５１年の歩み ─（前半２６年）「案内状・年賀状・ 

暑中見舞い」より（1979年7月～2002年7月） 
・・・・・・・ 36 

第３章 「事務局提要」の作成とその活用 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 49 

第４章 弁護士５１年の歩み ─（後半２５年）「事務所だより 巻頭言」 

より（事務所だより第１号（２００３年盛夏号）～第４４号（２０２５年新年号） 
・・・ 57 

第５章 弁護士５１年の歩み ─（後半２５年）「事務所だより 近況報告」

より（事務所だより第１号（２００３年盛夏号）～第４４号（２０２５年新年号） 
・・・ 112 
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１）「弁護士 51 年の歩み」は長いようで短く、また、あっという間のようでありながら実

にさまざまなことがあった。それを客観的にたどれば「１．年表」のようになり、出来事

ごとにたどれば「２．重要な新聞記事」のようになる。 

２）あなたは、能によく似た曲舞（くせまい）という芸能の一種である「幸若舞」（こうわ

かまい）の「敦盛」（あつもり）を知ってる？この「敦盛」をこよなく愛し、「人間五十年、

下天の内をくらぶれば、夢幻の如くなり。一度生を得て、滅せぬもののあるべきか」と謡

（うた）い舞った織田信長の実働期間は後半の約25年間だから、私の弁護士としての実働

期間は彼の約2倍になる。第１章ではそんな私の、「弁護士51年の歩み」を次のとおり「総

まとめ」したい。 

 

 

 

 

１．年表（1949年1／26～2025年3／末まで） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 25 

２．重要な新聞記事   

（１）ひと（朝日新聞（1987年9月27日）） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 26 

（２）論壇「被災地復興は多様なメニューで」（朝日新聞（1995年2月10日）） ・・ 27 

（３）論壇 阪神大震災 特集 4年目の課題 中「都市法体系を国民のものに」 

（朝日新聞（1998年5月12日）） 
・・ 28 

（４）朝日 21 関西スクエアリレーエッセー 17 歳のころ「アジ演説・ビラ作り 

役立った」（朝日新聞・夕刊（2001年10月12日）） 
 29 

（５）私の視点 関西スクエア「景観法 住民・自治体で使いこなそう」 

（朝日新聞（2004年9月22日）） 
・・・・・・ 30 

（６）ポートレート「青年の夢 育つまちを」（朝日新聞（2004年10月28日）） ・・ 31 

（７）夕悠関西 インタビュー 「法曹の目で映画評論 裁判・法律 

・・・身近で学んで」（日本経済新聞・夕刊（2006年11月20日）） 
・・・・・・・ 32 

３．『がんばったで！○○年』の出版 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 33 

４．主要な出版物の紹介 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 33 

 

 

 



25 

 

1949（昭和24）年 1月26日   愛媛県松山市で出生 

1956（昭和30）年 4月     松山市立八坂（やさか）小学校入学 

1961（昭和36）年 3月     松山市立八坂（やさか）小学校卒業 

4月     愛光学園中学校入学 

1964（昭和39）年 3月     愛光学園中学校卒業 

4月     愛光学園高校入学 

1967（昭和42）年 3月     愛光学園高校卒業 

4月     大阪大学法学部入学 

1971（昭和46）年 3月     大阪大学法学部卒業 

5月     司法試験短答試験合格 

9月     司法試験論文試験合格 

10月     司法試験口述試験合格 

1972（昭和47）年 4月     第26期司法修習生採用 

1974（昭和49）年 3月     第26期司法修習生終了 

4月     大阪弁護士会登録、堂島法律事務所 入所 

1979（昭和54）年 7月     坂和章平法律事務所 開設（独立） 

（法曹ビル 202号） 

1984（昭和59）年 7月     同事務所移転（第 5ビル4階） 

1985（昭和60）年 3月     同事務所拡張（第 5ビル4・5階） 

1988（昭和63）年 12月     同事務所移転（アクセスビル 6階） 

坂和総合法律事務所に改称 

2000（平成 12）年 8月     西天満 3丁目の約 80坪の 4階建てビル付

きの土地を購入（約 1億円）。ビルの改修

工事に着手（約 1億円） 

2001（平成13）年 4月     改修ビルを「西天満コートビル」と名付け、

一部をテナントに、一部を自己使用し、事

務所を移転（コートビル 2・3・4階） 

2005（平成17）年 8月     『がんばったで！31年』出版 

2013（平成25）年 12月     『がんばったで！40年』出版 

2019（令和元）年 4月      『がんばったで！45年』出版 

2025（令和7）年 3月末     『がんばったで！51年』資料締め切り 

（9月出版予定） 

１．年 表（1949年1／26～2025年3／末まで） 
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（１）朝日新聞（1987年9月27日） 

 

２．重要な新聞記事 
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（２）朝日新聞（1995年2月10日） 
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（３）朝日新聞（1998年5月12日） 
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（４）朝日新聞・夕刊（2001年10月 12日）
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（５）朝日新聞（2004年9月22日） 
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（６）朝日新聞（2004年10月28日）
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（７）日本経済新聞・夕刊（2006年11月20日） 
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＜まちづくり本、法律書＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．『がんばったで！○○年』の出版 

４．主要な出版物の紹介 

05年 8月出版 13年 12出版 19年 4出版 

96年 5出版 01年 6出版 03年 9出版 
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04年 11月出版 05年 4月出版 07年 7月出版 

08年 4月出版 15年 11月出版 

17年 6月出版 17年 6月出版 23年 1月出版 
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00年 7月出版 02年 9月出版 

04年 6月出版 06年 9月出版 

04年 5月出版 05年 10月出版 

＜実況中継シリーズ全４冊＞ 

＜その他の著書＞ 
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１）堂島法律事務所での“イソ弁”時代から、一方では事件を通じて、他方では遊びを通

じて“面白い人”との接点を求め、広げてきた私は、1979年7月の独立と共にそれを急拡

大させていった。私のモットーは「24時間仕事をし、24時間遊ぶこと」だが、まさにそれ

を誰に気兼ねすることなく、自由に実践していったわけだ。 

２）そんな私だが、他方で「A型人間」らしく、事務処理は「きっちり丁寧に」を実践！そ

の成果が、事務所開設、移転等の案内と毎年の年賀状・暑中見舞いの送付だ。そこで、第

２章では、前半26年間のそれを一挙にご紹介！ 

 

 

１．案内状   

（１）坂和章平法律事務所 開設のご案内（1979（昭和54）年7月） ・・・・・・・・ 37 

（２）岡村泰郎弁護士入所のご案内（1986（昭和61）年4月） ・・・・・・・・・・・・ 38 

（３）アクセスビルへの事務所移転と名称変更のご挨拶 

（1988（昭和63）年11月） 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 39 

（４）アクセスビル新事務所披露のご案内（1988（昭和63）年12月） ・・・・・・ 40 

（５）伊藤ゆみ子弁護士、𠮷田之計弁護士入所のご案内 

（1989（平成元）年4月） 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 41 

（６）西天満コートビルへの事務所移転のご案内（2001（平成13）年1月） ・・・・ 42 

（７）西天満コートビルへの事務所移転のご案内（2001（平成13）年2月） ・・・・ 43 

（８）西天満コートビル披露のご案内（2001（平成13）年4月） ・・・・・・・・・・・ 44 

２．年賀状・暑中見舞い   

（１）年賀状・暑中見舞い（1999（平成11）年） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 45 

（２）年賀状・暑中見舞い（2000（平成12）年） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 46 

（３）年賀状・暑中見舞い（2001（平成13）年） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 47 

（４）年賀状・暑中見舞い（2002（平成14）年） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 48 
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１．（１）坂和章平法律事務所 開設のご案内 

（1979（昭和 54）年7月） 
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１．（２）岡村泰郎弁護士入所のご案内 

（1986（昭和 61）年4月） 
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１．（３）アクセスビルへ事務所移転と名称変更のご挨拶 

（1988（昭和 63）年11月） 
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１．（４）アクセスビル新事務所披露のご案内 

（1988（昭和 63）年12月） 
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１．（５）伊藤ゆみ子弁護士、𠮷田之計弁護士入所のご案内 
（1989（平成元）年 4月） 
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１．（６）西天満コートビルへの事務所移転のご案内 
（2001（平成 13）年1月） 
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１．（７）西天満コートビルへの事務所移転のご案内 

（2001（平成 13）年2月） 
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１．（８）西天満コートビル披露のご案内 

（2001（平成 13）年4月） 
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２．（１）年賀状・暑中見舞い（1999（平成 11）年） 
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２．（２）年賀状・暑中見舞い（2000（平成 12）年） 
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２．（３）年賀状・暑中見舞い（2001（平成 13）年） 
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２．（４）年賀状・暑中見舞い（2002（平成 14）年） 
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１）1979（昭和 54）年 7月に堂島法律事務所から独立して坂和章平法律事務所を

立ち上げた直前の 1978 年 7 月に、私が坂和法律事務所の「業務マニュアル」と

して作成したのが「事務局提要（初版）」。これは、はじめて“一国一城の主”と

なる高揚感の下で私独自の“事務所経営術”として作成したものだが、当初は当

然、弁護士1名に対し事務局2～3名を念頭に置いたものだった。 

２）したがって「提要」に書かれている内容は同じでも、弁護士1名に対し事務

局 4～6 名になると、その運用になお一層の工夫が必要となる。また、いわゆる

勤務弁護士（イソ弁）の入所、更なる事務局の増強となれば、さらに工夫が要求

されるため、再三の改訂が不可欠になった。さて、その内容は？その活用は？ 

 

 

 

 

１．「事務局提要」の内容   

（１）目次 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 50 

（２）事務局の仕事の大要区別（総論） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 51 

（３）各グループごとの業務内容（各論） 〔省略〕 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 52 

２．「事務局提要」の作成趣旨とその変遷   

（１）事務局提要初版(1978年7月)及び改訂版（1985年5月） ・・・・・・・・・・・・・・・・ 53 

（２）事務局提要３訂版（1989年1月） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 53 

（３）事務局提要 ─ 追加版（１）（2001年1月） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 54 

（４）事務局提要 ─ 追加版（２）（2012年2月） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 54 

（５）事務局提要 ─ 追加版（３）（2013年12月） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 55 
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１．「事務局提要」の内容 

（１）目次 

「事務局提要」は再三改訂されているが、1989（平成元）年版（3訂版）

の目次は、次のとおりだ。 

目次 

第１編 総論 

第１章  事務局の心がまえ 

第２章  事務局の仕事の概要 

第１  仕事の大要区別 

第２  Ａグループの仕事の内容 

第３  Ｂグループの仕事の内容 

第４  Ｃグループの仕事の内容 

第５  Ｄグループの仕事の内容 

第６  各仕事の区分 

 

第２編 各論 

第１章  法律業務の内容（Ａグループ） 

第１  新件の受付 

第２  事件記録の作成、保管、処理 

第３  （事件関係）郵便物の処理 

第４  裁判期日の重要性およびその処理 

第５  裁判以外の重要性およびその処理 

第６  電話の処理（弁護士がいる場合） 

第７  電話の処理（弁護士が留守の場合） 

第８  弁護士への報告 

第９  各種書類の作成 

第１０ 郵便物の発送 

第１１ 内容証明郵便物の発送 

第１２ 会計・経理の処理 

第１３ 終結事件の処理 

 

第２章  弁護士の秘書的仕事（Ｂグループ） 

第１  秘書的仕事とは 

第２  弁護士の予定、動きの把握について 

第３  架電について 

第４  事情聴取 

第５  コピー等弁護士が作業している時の手伝 

第６  弁護士と共に、あるいは弁護士にかわっての依頼者、友人の接待、対応 
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第３章  事務局単独の独立した仕事（Ｃグループ） 

第１  本の購入について 

第２  レターケースの扱い方について 

第３  事務用品等の購入について 

第４  弁護士のデスクの整理・会議室の整理 

第５  各種団体からの書類等とそのファイル 

第４章  その他雑仕事（Ｄグループ） 

第１  その他雑仕事とは 

第２  事務所の開錠 

第３  朝の仕事 

第４  昼の仕事 

第５  夕方の仕事 

第６  退出時の仕事 

第７  時々しておくべきこと 

 

（２）事務局の仕事の大要区別（総論） 

事務局の仕事は、大別すると次の４つになる。 

＜①Ａグループ＞（法律業務処理 ― 経理を含む） 

① 新件の受付 

② 事件記録の作成、保管、処理 

③ （事件関係）郵便物の処理 

④ 裁判期日の重要性およびその処理 

⑤ 裁判以外の予定の重要性とその処理 

⑥ 電話の処理（弁護士がいる場合） 

⑦ 電話の処理（弁護士が留守の場合） 

⑧ 弁護士への報告 

⑨ 各種書類の作成 

⑩ 郵便物の発送 

⑪ 内容証明郵便物の発送 

⑫ 会計・経理の処理 

⑬ 終結事件の処理 

⑭ その他 

これらの仕事は、単純なものから複雑なものまである。 

 

＜Ｂグループ＞（秘書的仕事） 

これは、弁護士が動きやすくするため、事務局が事前、事後に「弁護士のた

めに」「弁護士にかわってしてやる」仕事であり、次のようなものがある。 
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① 架電（弁護士にかわって架電し、用件をメモするなど） 

② 期日（弁護士にかわって期日を記録のメモや日誌に記入する。又依頼者

に連絡する） 

③ 事情聴取（弁護士が事情聴取する時のメモをとる。又弁護士の中途半端

なメモを補充・整理する） 

④ 記録（期日のたびにもっていく記録を弁護士にわたす。又電話の時、記

録を出す） 

⑤ 連絡メモ（弁護士が電話に出る時、必要事項を記入した連絡メモを弁護

士に渡す） 

⑥ 予定（裁判の期日の限らず、依頼者等の来所・会議の予定を弁護士の予

定と照らし合わせて、事務局の判断で入れる） 

⑦ コピー等（弁護士が書面を書いているときなど、弁護士の動きを見て、

必要書類のコピーをとったり、指示された本や資料・ファイルをさがす） 

⑧ その他 

これは、最もセンスが必要な仕事であるが、最も大切なことは常に弁護士の

動きに気配りしておくことである。弁護士が動くたび誰かが「弁護士のための」

「何らかの」仕事をする必要があることを常に考える必要がある。 

 

＜Ｃグループ＞（事務局単独の独立した仕事） 

これは、弁護士の補助ではなく、事務局の責任と判断において処理すべきこ

とであり、次のようなものがある。 

① 定期的な本の購入 

② 入出金の伝票処理 

③ 事務用品、接客用品（お茶等）の購入 

④ レターケースの取扱 

⑤ 各種団体からの書類のファイル 

⑥ その他 

これは、弁護士のチェックがなくとも事務局の責任と判断できちんと処理さ

れていなければならない。 

 

＜Ｄグループ＞（その他雑仕事） 

これは、「その他雑仕事」と名づけているが、大事な事務局員の初歩の仕事

である。 

ドアの開閉、各種スイッチのＯＮ・ＯＦＦ、掃除、片付け、植木の処理、昼

食の手配、お茶の用意、ゴミの処理等々いろいろなものがある。 

 

（３）各グループごとの業務内容（各論）  〔省略〕 
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２．「事務局提要」の作成趣旨とその変遷 

（１）事務局提要初版(1978年 7月)及び改訂版（1985年5月） 

 

 

（２）事務局提要３訂版（1989年1月） 

 



54 

 

（３）事務局提要 ─ 追加版（１）（2001年1月） 

 

（４）事務局提要 ─ 追加版（２）（2012年2月） 

 

第２．「事務局提要―追加版（２）」の作成趣旨 

１．しかし、２００１年９月以降下記のようなさまざまな状況変化が生まれてきた。 

 

記 

（１）事務所の裁判事件、示談事件が減少（一般事件はもとより、損保会社依頼の交通事

故事件が減少）してきたため、事務員の事務処理の負担も減少したこと。 

（２）事件数の減少にもかかわらず、個々の案件のボリュームが大きくなり、かつ難度の

高い事件が増大したため、事務処理以上に法的な検討や書面作りの負担が増大したこ

と。そのため、事務員の増員より弁護士の増員が求められるようになったこと。 

（３）２００９年１０月から、弁護士坂和章平の長男であり東京で３年半勤務弁護士とし

て事件処理をしてきた５９期の弁護士坂和宏展が入所し、事件処理が確実かつスムー

ズにできるようになったこと。 

（４）「司法改革」の推進に伴う弁護士増員の流れの中、新人弁護士の採用が容易になっ

てきたこと。 

（５）そんな流れの中、２００３年から１、２年毎に、Ｙ弁護士（女・５６期）、Ｈ弁護

士（男・５８期）、Ｍ弁護士（男・６０期）、Ｆ弁護士（男・新６１期）、Ｆ弁護士（女・

新６２期）の勤務弁護士を採用していたが、Ｙ弁護士（５６期）を除いては残念なが

ら当事務所が要求するレベルに達しなかったため早期退職していたところ、２０１２
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年１月からは、新たに新６４期の弁護士永井章紀、弁護士松井麻子が入所し、それな

りの戦力になると見込まれたこと。 

（６）長年、事務局長として勤務していたＳさんが、同人が２０１０年３月に退職したこ

と。もっとも、その後Ｋさんが事務局長の仕事をスムーズに引き継いだため事務局長

体制は維持できていたが、同人が２０１１年８月に退職したため、以降事務局長を任

せられる事務員がいなくなったこと。しかし、当事務所が要求する主任レベルの事件

処理ができる事務員として、Ｈさんを２０１１年１１月に採用できたこと。 

（７）２００６年５月、弁護士坂和章平が株式会社オービックの監査役に就任したことに

伴い、毎月１度の東京への丸一日ないし宿泊を伴う出張が定例化するとともに、東京

方面での仕事が増大したこと。そしてその分、弁護士坂和章平の負担は増大したが、

事務員の事務の負担は軽減したこと。 

（８）２００１年以降も弁護士坂和章平の都市問題関連・法律実務書関連の出版や、大学・

各種団体・研究会での講義・講演が増大したため、資料の収集や出版原稿の作成、レ

ジメの作成、ファイルの管理など、本来の法律事務員の業務である事件処理以外の秘

書的かつ知的な事務量が増大したこと。 

（９）２００２年６月の『ＳＨＯＷ－ＨＥＹシネマルームⅠ』の出版以降、２０１１年１

２月までの間に、『シネマルーム』の出版が２７冊となるとともに、弁護士坂和章平

の映画評論家としての活動が増えたため、原稿のパソコン入力、データ作り、画像提

供依頼、出版作業など、通常の法律事務所にはないセンスを必要とする事務員の事務

量が増大したこと。 

（10）①依頼者の名簿管理、②年２回の「事務所だより」の作成と『シネマルーム』の出

版、③法廷の期日の管理の他、④映画の試写の日程の管理、⑤各種ファイルの作成と

管理等々の総務関係の事務量が増大したこと。 

（11）『シネマルーム』1 から２７の大量の在庫管理と必要に応じた発送作業というセン

スを必要とするとともに肉体労働も伴う作業が増大したこと。 

２．以上のような状況変化に対応するべく、２０１２（平成２４）年２月、「事務局提要

―追加版（２）」を作成した。 

 

（５）事務局提要 ─ 追加版（３）（2013年12月） 

第２．「事務局提要―追加版（２）」と「追加版（３）」の作成趣旨 

１．しかし、２００１年９月以降下記のようなさまざまな状況変化が生まれてきた。 

 

記 

 

※（１）～（８）は前記「（４）事務局提要 ─ 追加版（２）（2012年2月）」とほぼ同じため、 

掲載は省略 

（９）多くの出版物のおかげもあって、マスコミからの各種取材や原稿依頼が増えてきた

ため、その度にそのファイルを作り対応していくについて、事務員の作業が必要にな
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ってきたこと（ファイル作成、資料収集、名簿作成etc.）。 

（10）また、中国人作家の神戸国際大学教授である毛丹青さん関係の出版、会合、イベン

ト等が増大したため、その度にそのファイルを作り対応していくについて、事務員の

作業が必要になってきたこと。 

（11）映画関係の監督、映画の専門家との交流が増大したため、その度にそのファイルを

作り対応していくについて、事務員の作業が必要になってきたこと。 

（12）２００２年６月の『ＳＨＯＷ－ＨＥＹシネマルームⅠ』の出版以降、２０１３年１

２月までの間に、『シネマルーム』の出版が３１冊となるとともに、弁護士坂和章平

の映画評論家としての活動が増えたため、原稿のパソコン入力、データ作り、画像提

供依頼、出版作業など、通常の法律事務所にはないセンスを必要とする事務員の事務

量が増大したこと。また、年２回の出版に向けて、月々のルーティンワークとしてや

るべき作業も増大したこと。 

（13）①依頼者の名簿管理、②年２回の「事務所だより」の作成と『シネマルーム』の出

版、③法廷の期日の管理の他、④映画の試写の日程の管理、⑤各種ファイルの作成と

管理等々の総務関係の事務量が増大したこと。 

（14）『シネマルーム』1 から３１の大量の在庫管理と必要に応じた発送作業というセン

スを必要とするとともに肉体労働も伴う作業が増大したこと。 

２．以上のような状況変化に対応するべく、２０１２（平成２４）年２月、「事務局提要

―追加版（２）」を作成したが、さらに２０１３（平成２５）年１２月、「事務局提要―

追加版（３）」を作成した。 
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13．事務所だより第１３号（０９年盛夏号） 70 35．事務所だより第３５号（２０年盛夏号） 92 

14．事務所だより第１４号（１０年新年号） 71 36．事務所だより第３６号（２１年新年号） 94 

15．事務所だより第１５号（１０年盛夏号） 72 37．事務所だより第３７号（２１年盛夏号） 96 

16．事務所だより第１６号（１１年新年号） 73 38．事務所だより第３８号（２２年新年号） 98 

17．事務所だより第１７号（１１年盛夏号） 74 39．事務所だより第３９号（２２年盛夏号） 100 

18．事務所だより第１８号（１２年新年号） 75 40．事務所だより第４０号（２３年新年号） 102 

19．事務所だより第１９号（１２年盛夏号） 76 41．事務所だより第４１号（２３年盛夏号） 104 

20．事務所だより第２０号（１３年新年号） 77 42．事務所だより第４２号（２４年新年号） 106 

21．事務所だより第２１号（１３年盛夏号） 78 43．事務所だより第４３号（２４年盛夏号） 108 

22．事務所だより第２２号（１４年新年号） 79 44．事務所だより第４４号（２５年新年号） 110 
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